
サタデープラン「楽しいカヌー教室」
巧 みなパドル操作でス～イスイ

飾り巻き寿司を作ってみよう
切 ったらびっくり花の巻き寿司

第３８回仁吉まつり
義 理と人情のある温かい心で

　５月２０日、幡豆いきいきセンターで親子ふれあい活
動「飾り巻き寿司を作ってみよう」が行われました。
講師の指導の下、のりと酢飯の上にきゅうりやとびこ、
チーズかまぼこなど、色とりどりの材料をバランス良
く並べ、巻きすで丸く丁寧に形を整えると、巻き寿司
が完成。包丁で切り、断面にきれいな花の模様が現れ
ると、参加者は歓声を上げていました。他にもカリフ
ォルニアロールを作るなど、親子で楽しいひとときを
過ごしました。

　６月３日、義理と人情に生きた幕末の侠客「吉良の
仁吉」をしのぶ「仁吉まつり」が、吉良町の源徳寺や
福泉寺などで開催されました。仁吉の墓前で法要が行
われた後、三度笠を被った旅姿の仁吉を先頭に、吉良
小唄保存会の皆さんや地元の高校生が、赤い法被に身
を包み会場内をパレード。軽快な鳴子のリズムと親し
みやすい踊りで祭りを盛り上げていました。恒例とな
った昇運餅つきでは、つきたての餅が配布され、長蛇
の列ができていました。

　愛知こどもの国のプールで５月１２日、サタデープラ
ン「楽しいカヌー教室」が開講しました。高校と大学
時代にカヌー競技の経験を持ち、バルセロナ五輪の強
化指定選手になったこともある岡田誠さん（東幡豆町）
が企画し、愛知県カヌー協会などの協力で実現。２５年
に閉鎖されたプールを活用して行われ、１０月末までに
計３６回教室が開かれます。パドルの使い方から教わっ
た子どもたちは、こつをつかんで徐々に上達。「こぐ
のは意外と簡単だった」「自分でカヌーを操作するのが
楽しい」と、水上の散歩を満喫した様子でした。

としょかん科楽クラブ（前期）
科 学とものづくりを楽しむ

　としょかん科楽クラブ（前期）が６月１０日に西尾市
立図書館で行われました。小学１～３年生の参加者は、
講師を務める科楽寺子屋の鈴木康三さんと一緒に衝突
球の実験やバランスとんぼ作りなどを体験。積極的に
「なんで？」と質問したり、実験をして「分かった！」と
喜んだりするなど、科学とものづくりを楽しく学んで
いました。最後はスモークマシンを用いた巨大空気砲
の実験。白い渦輪が箱から勢いよく飛び出すと、大き
な歓声が起こりました。
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一色町生田地区に民間事業者が計画している産業廃
棄物（産廃）処分場建設問題で、計画に反対する「産廃
建設阻止！西尾市民会議」の設立総会が５月１３日、一
色地域交流センターで行われました。講演会や先進地
への視察、街頭でのチラシ配布、県への要望活動など
を展開し、市内全域に「新たな産廃処分場の建設反対」
の機運を広げることが目的。市民団体や地元町内会、
漁協、農協などで組織されています。総会の最後に、
参加者約４００人が拳を突き上げて「産廃建設阻止がんば
ろう」を三唱し、団結を誓っていました。

「産廃建設阻止！西尾市民会議」設立総会
新 たな産廃処分場の建設反対

三河一色みなとまつり
西 尾が誇る地域ブランド集結

津平小学校　少年防犯隊結成式
私 たちのまちは、私たちで守る

　５月２６日・２７日、三河一色みなとまつりが一色さか
な広場一帯で開催されました。快晴に恵まれた会場で
は、新たに地域ブランドに認定された「三河一色えび
せんべい」や、「一色産うなぎ」の蒲焼き、「西尾の抹茶」
を使ったスイーツなどが並び、市内外から訪れた多く
の人が買い物を楽しみました。子どもたちはえびせん
べいの手焼きやうなぎつかみなどの体験コーナーに夢
中。うなぎつかみ体験では、動き回るウナギに手こず
りながらも、捕まえると満面の笑顔を見せていました。

５月２8日、津平小学校で少年防犯隊結成式が行われ
ました。県下で唯一となった少年による防犯隊は６０年
以上の歴史を誇り、校区の子どもたちの防犯に対する
意識と地域に貢献したいという思いが代々受け継がれ
ています。式典では、防犯隊旗が防犯隊長を務める６
年生の内藤良紀くんに、「少年防犯隊」と書かれた班旗
が各通学団の班長にそれぞれ手渡されました。各通学
団が班旗を掲げて通学する登下校パトロールは６月中
旬まで行われ、地域住民の防犯意識の高揚に一役買っ
ていました。

　水防訓練が５
月２０日、矢作川
左岸の河川敷で
行われました。
台風や集中豪雨
などの災害に備
えて実施したも
ので、市消防団
をはじめ市建設
業災害防止協会
などから約４００
人が参加。川の
水が堤防を越す
のを防ぐ「積土
のう工」や、軽
量鋼板を用いる
「せき板工」な
どを、力を合わせて完成させました。大きなハンマー
を振り下ろして杭を打ち込むなど体力が必要な作業も
多く、どの参加者も汗を流しながら真剣に取り組んで
いました。

水防訓練
梅 雨や台風シーズンを前に訓練
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